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昭和三十四年におげる国語学界の展望一語集・ 意味ー

展
望
を
書
く
と
い
うこ
と
は
大
変
な
こ
と
で
あ
る
が 、
こ
れ
を
機
会に
日

ご
ろ
は
積ん
で
お
い
た
雑
誌
も
読
むこ
と
に
な
ろ
う
し 、
無
理に
で
も
何
冊

か
の
本に
は
目
を
通
さ
ね
ば
な
ら
ない
で
あ
ろ
う 。
そ
う
な
れ
ば 、
日
ご
ろ

の
不
勉
強
をこ
こ
で一
気に
取り
戻
すこ
と
が
で
きる
と 、
た
いへ
ん
勝
手

な
考
え
か
ら
微
力
を
も
顧み
ずに
こ
の
仕
事
を
引
さ
受け
て
し
まっ
た 。

と
こ
ろ
が 、
い
ざ
は
じ
め
て
み
る
と 、
展
望の
方
廷に
ま
ず
問
題
が
あ
り 、

あ
ら
た
め
て
過
去
数
ヶ
年の
「
展
望」
を
展
望
す
る
こ
と
に
なっ
た 。
中で

も
昭
和
三
十一
年
度
展
望
(
国
語
学
叩
眼科)
の
〈
総
記〉
に
お
け
る
塚
原

鉄
雄
氏の
説 、
昭
年
三
十
二
年
度
展
望
(
国
語
学
お
輯)
の
〈
総
記〉
に

お
け
る
阪
倉
篤
義
氏の
説
は 、
と
もに
展
望の
あ
り

方につ
い
て
詳
し
く

論

じ
ら
れ
て
あ
り 、

私に
とっ
て
大
変
有
難い
指
針と
なっ
た 。

な
お 、
こ
の
〈
語
実・
怠
味〉
は 、
昭
和三
十一
年
度か
ら
単
独に一
部

門と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り 、
その
問 、
執
筆
者や
年
度に
よ
り

展
望の
方
法

も
異
なっ
て
い
た 。
もと
よ
り 、
そ
れ
ぞ
れ
理
由
が
ゐつ
て
の
こ
と
で
あ
る 。

私
は
その
分
類
と

順
序
と
を 、
ほ
ほ
「
国
語
年
鑑」
に
従
うこ
と
に
し
た 。 味

長

尾

勇

ま
ず 、
単
行
本か
ら
み
て
ゆ
く 。

国
立
国
語
研
究
所の
創
立
十
周
年
を
記
念
し
て
編ま
れ
た
「こ
と
ばの
研

究」(
国
立
国
語
研
究
所
論
集1)
に
は 、
所
員三
十
氏の
独
創
性の
溢
れ
た

論
文
が
集め
ら
れ
て
い
る
が 、
語
実・
意
味
に
関
係の
深い
もの
と
し
て
は

斉
賀
秀
夫
氏
〈
語の
結
合の
長
さ
||

総
合
雑
誌に
お
け
る
こ
字の
漢
語の

場
合
||〉

野
元
菊
雄
氏
〈
話
し
こ
と
ばの
中で
の
漢
語
使
用〉
吉
沢
典
男

氏
〈
新
語 、
流
行
語
||

終
戦後の
概
観
||〉

石
綿
敏
雄
氏
〈
シャ
ボ
ン

の
語
源〉
高
橋一
夫
氏
〈
日
蓮
聖
人
選
文
の
『まい
せ』
に
つ
い
て〉
輿
水

実
氏
〈
意
味
論と
国
語
教
育〉
な
ど
が
あ
る 。

つ
ぎに 、
主
と
し
て
語
実に
関し
て
同
じ
国
立
国
語
研
究
所
(
以
下 、
慣

用に
従い
国
研
と
す
る)
の
「
明
治
初
期の
新
開の
用
語」(
国
立
国
語
研
究

所
報
告白)
が
あ
る 。
グ

明
治叩
年日
月1
日
か
ら 、
明
治日
年叩
月出
目

ま
で
の一
年
分の
「
郵
便
報
知
新
聞」
を
資
料と
し
た
サン
プ
ル
調
査に
よ

り 、
サ
ン
プ
ル
に
現わ
れ
た
すべ
ての
異
な
り

語
を
語
集
表と
し
て
示し 、

用
語の
表
記 、
漢
字
語の
構
成 、
文
体と
用
語
と
の
連
関
等につ
い
て
その

実
態
を
記
述d
(一
ぺ)
し
て
あ
り 、
グ

新
造
漢
語の
は
ん
ら
ん 、
外
来
語・

欧
文
脈の
流
入 、
共
通
語の
確
立 、
言文一
致
体の
発
達 、
普
通
文
体の
完

成 、
丁
寧
表
現の
発
達d
(
てご
な
ど 、
ま
さに
今
日
の
国
語
問
題に
直結

し
て
い
る
幾
多の
課
題
が
含
ま
れ
て
お
り 、
そ
れ
を
追
求
す
る
た
め
の
貴
重
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な
資
料で
あ
る 。
と
同
時に 、
国
研の
特
色で
も
あ
る
科
学
的
調
査
法の 、

こ
の
領
域で
の
実
践
報
告
と
も
な
り

得て
い
る 。
H

推
計
学の
考
え
方に
従

え
ば 、
使
用
度
数9
il

の
もの
は 、
偶
然
性の
働
く
可
能
性が
多い 。
た

と
え
偶
然
で
は
あっ
て
も 、
歴
史
的
調
査で
は 、
その
語
が
使
わ
れ
て
い
た

こ
と
自
体
が
記
録に
値い
す
るこ
と
で
あ
るH
(五ベ)
と
あ
る
が 、
言
語の

歴
史
的
研
究に
お
け
る
数
理
統
計
学
利
用の
際の 、
一
つ
の
考
え
方が一示
さ

れ
て
い
る 。
こ
の
年の
三
月六
日 、
国
研
創
立
十
周
年
記
念
式
典の
席
上 、

当
時の
所
長 、
西
尾
実
氏は
「い
か
な
る
古
典
を
も
容
易に
読
解
で
き
る
よ

う
な
国
語の
歴
史
的
な
辞
典
を
作る
こ
と
が
必
要で
あ
り
ま
す 。
こ
の
〈
国

語の
歴
史
的
発
速に
関
す
る
調
査
研
究〉
を
お
こ
ない 、
その
歴
史
的
な
国

語
辞
典
を
編
集
し
て

」(
言
語
生
活・
6
月)
と
述べ
ら
れ 、「
歴
史
的
な

調
究
研
究は
ま
だ
芽
を
山山
し
は
じ
め
た
に
す
ぎ
ない」
と
続
け
て
お
ら
れ
る

が 、
その
出
た
ば
か
りの

芽は 、
栴
檀の
二
葉と
し
て 、
大い
に
将
来が
期

待
さ
れ
る 。
な
お 、
同
警の
〈
紹
介〉
が
「
国
語
学」(幻
輯)
に 、
ま
た 、

〈
批
評〉
が
「
言
語
生
活」
(7
月)
に
やめ
る 。

こ
れに
関
連
し
て 、
国
研
監
修の
雑
誌
「
言
語
生
活」(ロ
月)
は
《
明
治

初
期の
言
語
生
活》
を
特
集
し
て
お
り 、

語
集
・

意
味に
関
し
て
は 、
訳
語

に
く
わ
し
い
森
岡
健二
氏の〈
訳
語の
方
法〉
が
あ
る 。
現
在 、
漢
字
制
限・

か
な
表
記・
ロ
ーマ

字
表
記の
際に 、
最
も
障
害と
なっ
て
い
るこ
の
時
代

の
漢
語の
大
量
生
産に
つ
い
て
説
明
さ
れ 、
その
造
語
過
程が
分
類
し
て
示

さ
れ
て
い
る 。
但
し 、
漢
語に
その
旺
盛
な
造
語
力
が
欠
け
て
い
た
ら 、
明

治
初
期に
果
し
て
あの
よ
うに

速や
か
に
欧
米の
学
問
を
吸
収し
得た
か
と

い
うこ
と
も
考
え
さ
ぜ
ら
れ
た 。

つ
年に 、
今
年は
十
冊
以
上の
用
語
辞
典の
類
が
出
た 。
多
くは
入
社
試

験
用の
時
事
用
語 、
現
代
用
語
と
称
す
る
もの
を
集め 、
簡
単に
解
説
し
た

に
過
ぎ
ない
が 、
佐
藤
達
夫・
林
修
三
両
氏
共一編
「
法
令
用
語
辞
典」 、
佐
藤

清
太
郎
氏
編の
「
教
会
用
語
辞
典I
A
iM」

は
本
絡
的
な
もの 。
ま
た 、

荒
木
良
造
氏
編
「
名
乗
辞
典
||

付
録・
難
訓
姓
氏
辞
典」
は 、
編
者
の
長

年に
わ
た
る
研
究の
成
果で
あ
り 、

鈴
木
栄三
氏
編「こ
と
ば
遊び
辞
典」

は 、
な
ぞ
・
し
ゃ
れ・
戯
語
等 、
言
語
遊
戯に
関
す
る
資
料が
集め
ら
れ
て

い
る 。
と
もに 、
た
だ
読ん
で
も
面
白
く 、
い
ろい
ろ
な
点で
便
利な
辞
典

で
あ
る 。
な
お 、
日
本
放
送
協
会
編
「日
本
地
名
発
音
辞
典
第一
集
il

関

東
甲
信
越
編」
も 、
今
年
度の
収
獲と
し
て
忘
れ
ら
れ
ない
もの
で
あ
る 。

前
例に
従い
索
引
ま
で
も
取
り
あ
げ
る
な
ら
ば 、
長
島
肌安
太
郎
編
「
古
字

書
綜
合
索
引」
上
下
巻の
刊
行は
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
ない 。
国
語
国
文
学

研
究
上 、
益せ
ら
れ
る
もの
極
め
て
大と
い
うべ
きで
あ
る 。
ほ
かに
非
売

品
で
あ
る
が 、
広
島
大
学
文
学
部
国
語
学
研
究
室
編
「
古
本
説
話
集
総
索
引

ωど
が
あ
る 。
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雑
誌
論
文
の
う
ち 、
活
実に
関
す
る
概
説
と
し
て
は 、
ま
ず 、
水
谷
静
夫

氏の
〈
語
と
語
棄と
の
量
的
な
性
質〉(
言
語
生
活・
3
月)
が
為
る 。
国
語

学
界に
お
け
る
計
量
的
研
究の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て 、
国
研
を
中
心に
活
躍L

て
お
ら
れ
る
水
谷
氏
が 、
その
年
来の
仕
事
を
通
じ
て
整
え
ら
れ
た
計
量
語

集
論につ
い
て
概
説
さ
れ
て
い
る 。
先
年
度の
〈
語
奨の
量
的
構
造の
研
究

の
為に〉
(
計
量
国
語
学
・4

号
・3

月) 、
今
年
度の
〈
国
語
研
究
法と
し

て
の
数
学
的
方
法の
怠
羨
ご
計
母
国
語
学-
m
号・
9
月)
な
ど 、
同
氏の

論
文と
併せ
読
む
と
よい 。
な
お 、「
計
量
国
語
学」
は 、
今
年
も8
号か
ら



昭和三十四年におげる国語 学界の展望一語集 ・ 意味ー
日
号
ま
で
予
定
通
り
出
た
が 、
その
中
で 、
水
谷
氏
〈
延べ
語
数
測
定の
誤

差〉(
同
誌・
8
号・
3
月)
は 、
国
研で
行
なっ
て
い
る
語
業
調
査の
中
間

段
階で
の
延ぺ
語
数の
測
定に
デ
l
タ
を
求め 、
誤
差
を
認め
る
こ
と
の
意

義に
つ
い
て
説
明
し
て
お
ら
れ
る 。
実
証
的と
い
う

名
の
もと
に 、
し
き
り

に
数
字
を
並べ
て
科
学
的で
あ
る
と
安
心
し
て
き
た
従
来の
素
朴
な
統
計
法

し
か
知
ら
ない
私に
は 、
難
解
な
点
も
多い
が 、
少
な
く
と
も
各
種
調
査に

は
誤
差が
生
じ 、
そ
の
許
容の
限
界に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
の
方が 、
誤
差

が
ない
と
信
ず
る
こ
と
よ
り
も
ど
れ
程か
正
確で
あ
る
と
い
う

説は
理
解で

き
る 。
こ
の
ほ
か
に
「
計
量
国
語
学」
が
今
年
目
立っ
て
取
り

上
げ
た
問
題

に 、
機
械に
よ
る
籾
訳
が
あ
る
が 、
こ
こ
で
は
特に
論
じ
ない
で
お
く 。
ま

た 、
直
接
関
くこ
と
が
出
来
な
かっ
た
が 、
雄 一
島
忠
夫
氏
〈
語
葉
乱
数
表
な

ど
の
作
成に
つ
い
て〉
水
谷
静
夫
氏
〈
計
量
語
実
論の
基
礎づ
け〉(計
量
国

語
学
会
研
究
発
表
会-
m
月
|||要

旨
は
計
量
国
語
学・
日
号)
が
あ
る 。

鈴
木
博
氏
〈
抄
物
語
実
考〉(
国
文
学
致・
れ
号
・
7
月)
は 、
抄
物の
中

に
あっ
て 、
今
日
で
は
既に
耳
遠
く
なっ
て
い
る
語
索 、
ベ
ン
タ
ウ
H

都
合

が
よ
い 、
ナッ
ク
H

難
な
く 、
ミ
チ
レ
ナ
イ
H
さ
も
しい 、
ゴ
ク
シ
ン
H

非

常に
立
派
な
人 、
ャ7
ス
ル
H

打つ 、
等に
つ
い
て
解
説
を
試
み
た
もの 。

「
言
語
生
活」(
叩
月)
は
《
日
本
語の
造
語
力》
に
つ
い
て
特
集
し 、
座
談

会
l|

実
藤
恵
秀・
中
平
解・
西
脇
順
三
郎・
林
大
(
司
会)

||の
四
氏

に
よ
る
〈
こ
と
ぱっ
く
り・
こ
と
ば
な
お
し〉
を
は
じ
め
と
して 、
阪
倉
篤

義
氏
〈
固
有の
日
本
語
の
造
語
力〉 、
村
尾
力
氏
〈
日
本
語の
中の
漢
語〉 、

都
竹
通
年
雄
氏
〈
方
言の
造
語〉 、
加
茂
正一
氏
〈
戦
後一
般の
造
語〉 、
石

綿
敏
雄
氏
〈
日
本
語
と
外
国
語
の
造
一治〉
な
ど
が
あ
る 。
中
で
も 、
阪
倉
氏

の
論
文
は
「
固
有の
日
本
語に
造
語
力は
ない
の
か 。」と
い
う

聞い
に
対
す

る
答の
形で
書か
れ
て
い
る 。
造
語
力に
おい
て
は
漢
詩
よ
りは
る
か
に
劣

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
和
語
が 、
実は
そ
れは
抽
象
性
を
もっ
た
概

念
を
あ
ら
わ
すべ
き
語
(こ
と
に
名
詞)
に
限ら
れ
て
お
り 、

具
象の
世
界

の
用
語
ゃ 、
動
詞
・

形
容
詞 、
接
尾
語
な
ど
に
おい
て
は 、
自
由
な
造
語
力

を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
を
説い
て
お
ら
れ
る 。
「い
ま
の
や
ま
と
こ
と
ば
に 、

こ
と
ぱっ
くりの
ち
か
ら
な
し
な
ど
と
は 、
ゆ
め
ゆ
め
も
う

す
ま
じ
く

侯」

と
い
う

結
論は 、
後の
村
尾
氏 、
都
竹
氏
な
ど
の
論
文
を
併せ
読
む
と
よ
く

納
得
さ
れ
る 。

N
H
K
国
語
講
座は
月
曜日
に
「こ
と
ば
の
歴
史」
を
と
り
あ
げ
て
い
る

が 、
こ
の
年
の
四
月か
ら
五
月に
か
けて 、
大
野
普
氏の
《こ
と
ば
の
移
り

か
わ
り
》
が
八
同に
わ
た
り

放
送
さ
れ
た 。
〈
こ
と
ば
は
移
り
か
わ
る〉
(4

月6
日) 、
〈
音の
移
り
か
わ
り〉
(4
月日
日) 、
〈立日の
数の
移
り
か
わ
り〉

(4
月
初
n) 、
〈
意
味
の
移
り
か
わ
り〉
(4
月
幻
日 、
5
月4
日) 、
〈
単
語

の
うつ
り
か
わ
り〉
(5
月日
目 、
5
月日
日) 、〈
ど
うい
う

単
語
が
変る
の

か〉(5
月お
日) 。

万
葉
集・
源
氏
物
語・
枕
草
子
・

徒
然
草 、
そ
れ
に
類
車内
名
義抄の
訓
仮

名に
共、通
な
語 、
七
O六
語
を
え
らび 、(と
こ
ま
で
の
作
業は
「
国
語
学」

M
輯・
出
年3
月
に
発
表
さ
れ
た)
その
ま
ま
の
意
味
で
現
代
も
佼
わ
れ
る

か
ど
うか

が
調べ
ら
れ
て
い
る 。
結
論は
向
立
語
よ
り
も
付
属
語に
お
い
て

変
化
が
は
げ
し
く 、
殊に
助
動
詞に
あっ
て
は 、
mVAし
か
現
代
語に
生
き

て
い
ない
と
い
う 。

名
詞の
そ
れ
が 、
約加
%で
あ
る
の
に
く
らべ
る
と
大

変
な
違い
で
あ
る 。

ほ
か
に 、
伊
藤
慎
吾
氏
〈
こ
と
ば
の
不
思
議〉
(
み
ん
な
のコ
トパ・
3

月) 、
藤
井
信
男
氏
〈
語
論の
こ
こ
ろ
み
||一

音
節の
こ
と
ば 、
二
管
節の
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こ
と
ば 、
動
詞の
二
音
節
語
||〉(

実
践
国
語
教
育・
5・
7-
U
月)
な

ど
が
あ
る 。

意
味に
関
す
る
概
説
と
し
て 、
藤
原
哲
氏の
〈
意
味
構
造の
発
達
||オ

ス
グッ
ドの

意
味
微
分
法に
よっ
て
||〉(

国
文
学
致-
n
号・
日
月)
は

従
来
種々
の
方
法(
生
理
的・
学
習
的・
知
党
的・
述
想
法・
尺
度
法な
ど)

に
よっ
て
測
定
さ
れ
て
きた
意
味
を 、
一
九
五
二
年
に
発
表
さ
れ
た 、
連
想

法と
尺
度
法の
総
合で
あ
る
オス
タッ
ド

(Omm
gι・
0
肘)
の
意
味
微
分

法で
測
定
し 、
意
味の
構
造
を
発
達
的
観
点か
ら
量
的に
究
明
し
よ
う
と
す

る
もの
で 、
今
後
ど
の
よ
うに

実
践
さ
れ
る
か
が
興
味
深い 。

古
語の
意
味で
は 、
前
回
金
五
郎
氏
〈
西
鶴
語
葉の
諸
問
題〉(
国
語
と
国

文
学・
叩
月)
があり 、
《
近
世
話
研
究の
問
題
と
方
法》
特
輯
号の一一編

で
あ
る 。
グ

丙
鶴
語
奨
を
研
究
す
る
た
め
に
は 、
丙
鶴
及
び
当
時
代
人の
知

識
常
識
を
以
て
調
査し
な
け
れ
ば
な
ら
ないd
と
い
う

至
極
当
然
な
こ
と

も 、
永
く
設
釈
的
研
究に
た
ず
さ
わっ
て
こ
ら
れ
た
同
氏の
論
文に
復
す
る

と 、
あ
ら
た
め
て
そ
の
重
要
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る 。
前
田
氏に
は 、
他に

〈
西
鶴
用
語
小
考〉
(
言
語
と
文
芸・
1
月) 、
〈
近
世
語
用
例一 、
二〉(
国
語

学・
幻
輯・
6
月)
が
あ
る 。
真
下三
郎
氏
〈
近
松の
作
品に
見
ら
れ
る
女

性
語〉(
国
語
と
国文
学・
叩
月)
も 、
特
輯
号の一一編で
あ
り 、

婦
人
語に

く
わ
し
い
氏は
女
性
語
を
「
町
家の
女
性」
と
「
遊
里の
女
性」
と
に
大
別

し 、
さ
らに
そ
れ
を
待
遇
表
現に
よ
り

分
類
さ
れ
て
い
る 。
真
下
氏に
は 、

他に
〈
近
松
乙
ご
ざ
り
ん
す〉(
国
文
学
孜・
7
月) 、
へ

遊
女
諮の
生
滅
1la

祇
園
と
島
原
||〉(

近
世
文
芸
稿・
ロ
月)
が
あ
る 。
な
お 、
さ
きの
特
輯

号に
は 、
こ
の
ほ
か
約
十
篤の
近
世
話に
関
す
る
論
文
が
のっ
て
お
り 、
い

ず
れ
も
前二
篇と
併せ
よ
ま
ね
ば
な
ら
ない
が 、
国
語
史・
方
言
等の
部
門

で
と
り
あ
げ
る
筈の
もの
で
あ
る
の
で 、
こ
こ
では
省
略す
る 。
同
号
巻
末

の
福
島
邦
道
氏
編
〈
近
世
語
研
究
文
献
目
録〉
は 、
担
年・
6
月ま
で
の
単

行
本 、
論
文
が
よ
く
整
備
さ
れ
て
お
り 、

研
究
者
には
たいへ
ん
便
利で
あ

る 。擬
声
語は 、
そ
の
背
戸
表
象と
意
味の
表
象と
の
聞に 、
し
ば
し
ば
照
応

の
関
係
が
成
立
し 、
語
源を
求め
る
有
力
な
拠
点と
な
り

得る 。
擬
声
語・

擬
態
語に
関
す
る
研
究は
比
較
的
多かっ
た 。
ま
ず 、
寿
岳
章
子
氏
〈
抄
物

の
擬
声・
擬
態
語
集〉(
国
語
国
文
学
会
誌
||

京
都
府
立
大

114
月)
が

あ
る 。「
川探
求
抄」
「
山
谷
抄」
「
毛
詩
抄」
「
碧
巌
抄」
「
江
湖
抄」
等に
み
ら

れ
る
擬
声
・

擬
態
語
約
二ハ
O
語
が
五
十
音
順に
整
理
さ
れ 、
且つ
用
例
も

一不
さ
れ
てい
る 。
寿
岳
氏に
は
口
頭
発
表と
し
て
〈
抄
物
語
葉の
構
造〉(
国

語
学
会
研
究
発
表
会・
日
月
||要

旨は
国
語
学
・

白
勝)
が
あ
る 。
抄
物

詩
集に
関
す
る
新
しい
研
究
分
野
を
開
拓
さ
れ
た
もの 。
桜
井
光
昭
氏に
は

〈
今
昔
物
語
集の
擬
声
語の
用
例〉(
学術
研
究
||

早
稲
田
大
学
||ロ

月)

が 、
秋
山
正
次
氏に
は
〈
擬
音・
擬
態
語
と
生
活
語の
芸
術〉(い
ず
み-
u

月)
が
あ
る 。
武
石
彰
夫
氏
二
茶に
お
け
る
擬
態
語・
擬
声
語〉(
解
釈
・

2
月) 、
小
嶋
孝三
郎
氏
二
茶の
写
声
語に
関
す
る
考
察〉
(
論
究日
本
文

学・
叩
号・4
月)
は 、
い
ず
れ
も一
茶の
俳
句に
お
け
る
擬
声
語・
擬
態

語に
つ
い
て
調べ
ら
れ
た
もの 。
後
者は一
茶が
諸
他の
俳
人に
比
し
て 、

特に
写
声
語
(
擬
声
語・
擬態
語
・

象
徴
語)
の
使
用に
長け
て
お
り 、

頗

る
軽
快
な
用
法の
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ 、
一
茶の
作
風が
時
代と
と

もに
ど
の
よ
うに

成
長
発
展し 、
役の
個
性と
写
生
語の
使
用と
が
果し
て
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昭和三十四年に おげる国語 学界の展望一語業 ・ 意味ー
ど
の
よ
うに

結びつ
く
か
と
い
う

問
題
を 、
その
生
涯に
わ
た
る
全
作
品
を

検
討
す
る
こ
と
に
よっ
て
究
明
さ
れ
よ
う
と
し
た
労
作で
あ
る 。
な
お 、小

嶋
氏に
は
三
年
前に
こ
茶と
写
声
語〉(
論
究日
本
文
学・
5
号)
が
あ
る 。

ま
た 、
同
氏は一
茶
以
外に
も 、
〈「
ほ
の
ぼ
の
と」「ほ
の
ぼ
の」
致
||

平

安
朝
物
語
日
記
等に
お
け
る
用
例に
基づ
い
て
||〉(

立
命
館
文
学
・
7
・

8
月) 、
同
じ
「ほ
の
ぼ
の
||」

と
い
う

用
語
を
扱っ
て
〈
初
版「
赤
光」

に
お
け
る
茂
吉の一
用
語〉(
論
究
日
本
文
学・
日
号・
9
月)
が
あ
る 。

柴
生
田
稔
氏
〈「か
を
る」
と
「に
ほ
ふ」〉(
国
語
と

国
文
学・
3
月)
は 、

古
代
に
は
極め
て
少
な
かっ
た
と
い
わ
れ
る
香
を
よ
ん
だ
歌に
つ
い
て 、「に

ほ
ひ』
が
果
し
て
「
色の
に
ほ
ひ」
だ
け
な
の
か 、「
呑の
に
ほ
ひ」
も
あっ

た
の
で
は
ない
か
と
い
う

点
を
論
じ
ら
れ
た
もの 。
更に 、
平
安初
期
か
ら

源
氏
物
語へ
と
論
じ
ら
れ
る
予
定
と
か 、
む
し
ろ
今
後の
続
篇
が
楽し
み
で

あ
る 。亀

井
孝
氏の
〈
繊
侮
考・
女
郎
考〉
(
国
語
学・
お
輯
・3

月) 、
同
じ
く

〈
意
味
の
変
化
と
表
現
価
値〉
〈「
女
郎」
の
語のニ
ュ
ア
ン
ス〉
(
国
語
学
・

幻
絹
・
6
月) 、
同
じ
く
〈
女
郎
考
追
記〉
(国
語
学
・

却
絹-
U
月)
と 、

一
連の
「
女
郎」
追
求は 、
語の
変
遷に
関
す
る
諸
問
題
を
含ん
で
い
て 、

今
年
度 、
特に
注
目
すべ
き
も
の
の一
つ
で
あ
る 。
最
初の
論
文
は 、
若
し

「
機
悔」
が
ふ
る
くは
「
サン
ゲ」
で
あっ
た
と
す
れ
ば 、
い
っ 、
そ
し
て
な

ぜ
「
ザン
ゲ」
と
なっ
た
か 、
と
い
う

問に
対
す
る
答(
解
釈) 、
お
よ
び 、

「
機
悔
録」
を
手
が
か
り
と
し
て
た
どっ
た
「
女
郎」
の
語
源
を 、
亀
井
氏
持

前の
鮮か
さ
で
論
じ
て
お
ら
れ
る 。
前
者は
「
断
懐
機
悔」
(
ザ
ン
ギ
サ
ン

ゲ)
な
る
熟し
た
形
を
中
介と
し
て
解
くとい
う

新
語
形
発
生
を
説
明
す
る

一
つ
の
ケ
!

ス
を一不
さ
れ
た
もの 。
た
だ
し 、
グ「

ザン
ゲ」の
か
た
ち
の
発

生
を「 、サン
ギ
ザン
ゲ」の
か
た
ちの
中
介が
な
け
れ
ば
絶
対に
解
き
え
ない

と
か 、
そ
れ
だ
け
で
解
き
う
る
と
か
と
ま
で
は 、
わ
た
く
し
と
し
て
も
考へ

て
ゐ
ない 。

し
か
し 、
あ
る
ひ
とつ
の
か
た
ちの
発
生
を
さ
さへ
る
心

理
聯
合が
な
か
な
か
に
微
妙で
あ
り 、

複
雑で
あ
る
こ
と
だ
けは 、
ま
ち
が

ひ
ない
と
いへ
ょ
うd

(位ベ)
と
述べ
ら
れ
てい
る
が 、
新
語
形の
発
生
を

眺め
る
際に 、
私
ど
もの
常に
感じ
る
こ
と
で
あ
る 。「
女
郎」につ
い
て
は 、

「
繊
侮
録に
四つ
が
なの
混
同
例の
あ
ら
わ
れ
ない」
とい
う

前
提に
たっ

て 、「
女
郎
町」
に
あ
た
るべ
き
か
た
ち
が 、
co
ssRrF〉
と
あ
り 、
わ
れ

わ
れ
の
期
待
すべ
き
〈
巴OHO〉
で
ない
こ
と
か
ら
説
き
起し 、
「
上
競」
を

考
え 、
「
女
郎」
の
語
源と
し
て 、
グ「ジヨ

ロ
l」

の
形
が
「
上
璃」
か
ら

派
生し
て
き
た
もの
で
あ
るd
(
九
十一
ぺ)
と
結ん
で
お
ら
れ
る 。
その
問

に 、
v

上
施
(ジョ
ウロ
ウ)
と
女
郎
(ジョ
ロ
ウ)
と
の
二つ
が 、
そ
れ

らの
音
相の
うへ
の
く
ひ
ち
が
ひ
をこ
え
て
〈
同一
語〉
と
し
て 、
把
握
さ

れd
(
九
十ぺ)
て
い
た
事
実
を
重
視
す
る 。
次の
幻
輯で
は
ゴ
情
的
な
意

味〉
の 、
い
は
ば
沈
澱
が 、
や
が
て
あ
た
ら
しい
〈
知
的
な
意
味〉
に
変
質

す
る
と
い
ふ
こ
と
ば
の
歴
史
の
あ
る
図
式
を
設け

怠
味
変
化の
契
機と

過
程と
を
説
くに 、
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で 、
こ
の
図
式
を
援
用
し
うべ
き

実
例は 、
じ
じっ 、
す
く
ないH
(
百
四ベ)
と
説
か
れ 、
「
女
郎」
の
語の

ニュ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
は 、
上
藤と
大
臣と
の
幻
想か
ら 、
女
郎と
大
尽
と

が
考
え
ら
れ 、グ
つ
ま
り
〈
女
郎〉
は 、
大
尽の
語
を
生
む
と
こ
ろの
語で

も
あっ
たe・e・--
(と
同
時
に
そ
れ
は)・::
女
郎の
語
が
かつ
て
や
ど
し
て

ゐ
た
で
あ
ら
うニ
ュ
ア
ン
ス
の
その
お
よ
その
と
こ
ろ
は 、
こ
こ
か
ら
も
ま

た
想
像し
う
るd
(
百
五ペ)
と
し
て
前
説
を
さ
らに
充
実さ
せ
て
お
ら
れ

る 。
却
輯は 、
前の
〈
女
郎
考〉
の
追
記
で
あ
り 、
い
くつ
か
の
材
料が
補
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足
さ
れ
た
が 、
結
論の
方
向は
全
く

変
ら
ない 。
亀
井
氏に
は 、
も
う
ひ
と

つ
〈
虹
二
題〉(
国
語
学・
回
総)
が
あ
る 。
同
誌
・幻

輯の
〔
寄せ
書
き〕

欄に
ょ
せ
ら
れ
た 、
前
記 、
前
回
金
五
郎
氏の
〈
近
世
話
用
例
二一〉
お
よ

び 、
金
田一
春
彦
氏の〈
ソ
lロ
!
と
現
代
方
言・
古
代の
終
止
形の
名
残〉

に
まつ
わ
る
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る 。
な
お 、
同
氏に
は
口
頭
発
表

〈
康
史
的に
見た一
背
節
名
詞〉
(
国
語
学
会
研
究
発
表
会・
叩
月
114

要
旨

は
国
語
学・
白
幡)
が
あ
る 。

佐
竹
昭
広
氏
〈「
子
と
ろ」
遊び
の
唱
え
ご
と〉(
国
語
学・
却
輯・
ロ
月)

は 、
前
年
度の
展
望
で
も
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
た
〈
鬼
面
lll

民
俗
語
業

『ヒ
ト
ク
メ』
に
つ
い
て
||!〉

(
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
・
5)
の

研
究に
つ
な
が
る
も
の
で 、
新た
に
「
名
誤
記」
の
記
事
も
参
照
さ
れ 、

v「ト
ラ
ウ
/\、 、
ヒ
フ
ク
メ」と
言い
な
が
ら
列の
最
後
尾の
子
供
をつ
か

ま
え
よ
う
と
す
る
鬼に
対し
て 、
列の
先
頭に
立っ
た
子
供が 、「カ
ミ
ヲ
ミ

ョ 、
ハ
リ
ウ
リ 、
シ
モ
ヲ
ミョ 、

ハ
リ
ウ
リ」
と
応じつ
つ
遊び
興
ず
る
の

が
中
世の
「
子と
ろ
/九、」
で
あっ
た od
(
百
十一
ぺ)
と
述べ
て
お
ら
れ

る 。
そ
し
て 、
中
世の
「
子と
ろ
/九、」
の
唱
え
ご
と
が 、
その
中に
必
ら

ずハ
リ
ウ
リ
と
い
うこ
と
ば
を
保
存し
て
い
る
が 、
近
古に
入
る
と
何
故か

そ
れ
が
消
え
て
し
ま
う 。
グ

何
か
「
子と
ろ
/\」
の
本
質に
か
か
わ
る
深

い
意
味
が 、
ハ
リ
ウ
リの

一語に
は
宿さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
まい
か 。

将
来 、
ハ
リ
ウ
リ
と
い
うこ
と
ば
の
原
義
も
し
く
は
原
形
が
究
明
さ
れ
る

こ
と
に
よっ
て 、
視
界は
お
の
ず
か
ら
開け
て
く
る
と
思わ
れ
るd
(
百
十

三ぺ)
と 、
極め
て
焦
点の
し
ぼ
ら
れ
た
見
通
し
が
述べ
ら
れ
て
い
る 。
ま

た 、
あ
え
て
付
け
加
え
る
な
ら
ば 、
前
記 、
亀
井
孝
氏の
〈
虹=
題〉
の
末

尾に 、
グ

あ
た
か
も
逆
説の
ご
と
く
な
る
け
れ
ど
も 、
じつ
は 、
意
味
の
研

究が
か
かっ
て
民
俗の
研
究と
な
るべ
きで
あ
る
か
ぎ
り 、

佐
竹
昭
広
君の

す
ぐ
れ
た
研
究の
し
め
しつ
つ
あ
る
独
自の
方
向
が 、
他
面
《
あ
ま
り
に

グ
民
俗
学d
的》
に
な
が
れ
る
こ
と
の
ない
や
うに
と
そ
れ
を
老
婆
心
な
が

ら
わ
た
く
し
と
し
ては
こ
こ
に
希
望
し
て
お
き
たいd
(
百
十ぺ)
と
あ
る 。

方
言
語
突
を
研
究す
る
者に
とっ
て 、
民
俗
学は
苦か
ら
魅
力
あ
る
もの
で

あっ
た 。

楕
円同
邦
道
氏
〈「日
本
寄
一語」
語
解〉
(
国
語
学
・お

輯・
3
月)
は 、
前

年口
頭
発
表
さ
れ
た
同じ
題
目の
研
究
を
ま
と
め
ら
れ
た
もの
で 、
明の
醇

俊の
「日
本
寄
語」
に
つ
い
て 、
従
来の
解
説の
中で 、
誤
読では
な
か
ろ

う
か 、
その
い
ず
れ
の
読み
を
と
るべ
き
か 、
い
か
に
読
むべ
きか 、
と
い

う
よ
う
な
語
を
と
り
あ
げ
て 、
広い
視
野か
ら
適
切
な
判
断
を
下し
て
お
ら

れ
る 。土

屋
尚
氏
〈
飼・
鞠名
義
考〉(
国学
院
雑
誌・
4
月)
は 、
表
題
ど
お
り

飼と
鞠の
名
義に
つ
い
て
述べ
ら
れ
た
もの 。
古
代
を
論じ
る
場
合は
常に

そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
ない
の
で
あ
ろ
う

か 、
すべ
て
が
信
仰に
結びつ
け

て
解
釈
さ
れ
て
い
る 。
笹
谷
良
造
氏
〈
触
零
呪
術の
研
究
||ミソ

ギの
根

本
義
||〉(

国
学
院
雑
誌
・2

月)
も
同
様で
あ
る 。
平
井
直一一男
氏
〈
カ
ミ

(
神)
の
語
原
と
意
味
||D・

C-
ホル
トム

博
士の
所
説
を
め
ぐっ
て
|

|〉(
国
学
院
雑
誌
・
8
月・
《
河
野
省三
博
士
喜
寿
記
念
号ニ
》)
は 、
欧

米の
学
界で 、
現
存
外
人
神
道
学
者
中の
最
高
権
威と
み
な
さ
れ
る
ホル
ト

ム
博
士の
説の
紹
介で
為
る 。
カ
ミの

語
原を
「
神
秘・
畏
敬・
不
可
思
議

の
観
念に
関
係
あ
る
諸
原
語」
に
求め 、
殊に
宗
教
心
理
的
背
景の
研
究に

く
わ
し
い 。
《
河
野
省三
博
士
喜
寿
記
念
号一
》
に
は 、
今
泉
忠
義
氏
〈日

葡
辞
書と
神
道
用
語〉(
国学
院
雑
誌
・
7
月)
が
あ
り 、
カ
ミ
と
い
う

語
を
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含
ん
だ
語
が 、
五
十
音
順に 、
ア
ク
ジ
ン
か
ら
プッ
ジ
ン
ま
で
列
挙
さ
れ
て

い
る 。関一

雄
氏〈「
見
馴れ
奉
る」
と
「
見
奉る
釧る」
と
11

伊
牟
田
経
久
氏

「『
見
給ひ
馴る』
考」
を
読ん
で〉(
未
定
稿
・7

号
・ロ

月)
は 、
副
題に

示
す
ご
と
く 、

伊
牟
田
氏の
論
文
(
広
島
女
子
短
大研
究
紀要
・
9
集
・

お

年四
月)
を
読
ん
で 、
氏が
敬
語の
問
題
と
し
て
共
時
的に
考
察
さ
れ
た
源

氏
物
語
な
ど
に
み
ら
れ
る
「
見
給ひ
O
O」
と
「
見
O
O
給ふ」 、
「
見
奉
り

0
0」
と
「
見
O
O
奉る」
に
つ
い
て 、
敬
語の
問
題
だ
け
に
し
ぼ
ら
れ
な

い
こ
と 、
敬
語の
問
題
と
し
て
も
適
時
的
考
察
も
必
要
なの
で
は
ない
か
と

い
うこ
と
を
示
し
た
もの 。
源
氏
よ
り

新し
い
(
例
え
ば
栄
花
物
語)
に
は

「
見
奉
り

O
O」の
例
す
ら
もわ
ずか
に
な
り

「
見
O
O
奉る」
に
移
行し
て

い
く
と
こ
ろ
か
ら 、
源
氏に
お
け
る
両
様の
言い
方
をい
わ
ば
過
渡
期
的
な

もの
と
見 、
そ
れ
が
どの

程
度に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
か
を
見
た
かっ
た
と
あ

る 。吉
田
金
彦
氏
〈「
し
こ
る」
「
あ
き
じ
こ
る」
孜〉(
万
葉
・
7
月)
は 、〔二シ

八
七
O〕
我
が
背
子
が
来
む
と
語
り
し
夜は
過
ぎ
ぬ 、
し
ゑ
や
さ
ら
さ
ら
恩

許
理
来め
や
も
11

巻ロ 、
〔一
二
六
四〕
酉の
市に
た
だ
独
り
出で
て
限
並

アキクヨ'

ぺ
ず 、
買
ひ
に
し
絹の
商
自
許
里
か
も
||

巻7、
に
つ
い
て
従
来は
こ
れ

を
「
し
そ
こ
な
う 、

懲
る 、
類
り 、
し
み
こ
る
に
て
物に
執
す
る
意 、
つ
の

る 、
然
あ
り
の
約 、
醜
り 、

方一一白
し
こ
る」
等
が
あ
り 、
同一一訪問
と
す
る
も

の 、
違
う

語
と
す
る
もの
が
あ
る
が 、
吉
田
氏
は
両
方と
も
「
し
凝る」
と

さ
れ
た 。
前
年
度の
原
田
芳
起
氏
〈
商
白
許
皇
・
し
し
こ
ら
か
す
私
注〉(
語

文-
m
年ロ
月)
に
お
け
る
方
言
「・ン
コ
ル」
の
説
も
批
判
さ
れ
て
レ
る 。

同
氏は
こ
れに
関
連
し
て
〈し
し
こ
ら
か
す
||

中
苔
語
震
研
究
||〉(

国

文
研
究
||

愛
媛・
2
月)
が
あ
る 。
ま
た 、
〈口
語
的
表
現の
語
実「
!ー

か
す」〉(
国
語
国
文・
4
月)
は 、「ひ
や
か
す」
の
如
き
「
1ーーか

す」
が 、

い
つ
頃か
ら
ど
ん
な
に
用い
ら
れ
た
か
を 、
中
古の
物
語
を
中
心
と
し
て
論

じ
ら
れ
た
もの 。
グ「

動
作」
を
中
心に
し
な
が
ら 、
そ
れ
を
「か
す」
で
包

むこ
と
に
よっ
て 、
あ
る
種の
飾
品開
的
表
現と
な
り 、

情
態
的
雰
囲
気を
か

も
し
て
ゐ
るd
と
い
うこ
と
を 、
周
到に
用
意
さ
れ
た
用
例に
よっ
て
説
明

さ
れ
て
い
る 。

井
之口
有一
・

堀
井
令
以
知
・

中
井
和
子の
三
氏に
よ
る
〈尼
門
跡の
音

声
言語
生
活
資
料
ll

尼
門
跡の
言話
生
活の
調
査
研
究(
貰)
l|1〉(

京
都

府
立
大
学
学
術
報
告「人
文」・
日
号
・

日
月)
は 、
題
名
で
もわ
か
る
よ
う

に 、
こ
れ
は
尼
門
跡の
言
語
生
活の
調
査
研
究の
第三
稿で
あ
る 。
御
所
中

心の
閉
鎖
的
階
府
社
会と
もい
える
尼
門
跡に
お
い
て 、
定
型
化
さ
れ
た
言

語
使
用
が 、
儀
礼
的
な
口
上
ゃ 、
その
交
際
圏に
残っ
て
い
る
もの
を
録
音

し 、
文
字
化し 、
語
集
論
的に
も
考
察が
加
え
ら
れ
て
い
る 。「た
だ
無
形
文

化
財と
もい
うべ
き
尼
門
跡につ
い
て
聞か
れ
る
だ
けの
こ
と
を
聞
く

方

針」
と
あ
る 。
種々
の
困
難は
あろ
う

が 、
研
究の
進
捗
を
願
うこ
と
切
な

る
もの
が
あ
る 。

ま
た 、
国
田
百
合
子
氏
〈
女
房
詞に
関
す
る
新
文
献〉(
文
学
・

語
学
・

日

号
・9

月)
は
「
禁
裡
女
房
内々
記」
「
洞
中
年
中
行
事」
「
女
房
族
害」
の

三
文
献に
つ
い
て 、
紹
介
し 、
女
房
詞の
変
遷に
つ
い
て
述べ
た
もの
で
あ

る 。倉
田
敏
夫
氏
〈
芭
蕉の
書
翰に
於
け
る
「
蛸」
の
意
味〉(
解
釈・5
月) 、

藤
木三
郎
氏
〈「
誹
風
末
摘
花」
に
於
け
る
「
蛸」
の
意
味〉(
解
釈
・9

月)

は 、
い
ず
れ
も
蛸
を
女
性に
関
す
る
あ
る
種の
陰
語
と
し
て
解し
て
い
る 。
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そ，、もん

福
永
静
哉
氏
〈
浮
世
床の
数の
陰
語
十六
文に
つ
い
て〉(女
子
大
国
文
||

京
都
女
子
大
・
6
月)
も
あ
る 。

土
井
洋一
・

浜
田
教
・

安
田
章の
三
氏に
よ
る
〈倭
語
類
解
考〉(
国
語
国

文・
9
月)
は 、
殆
ど
が
音
績の
説
明に
弗目
さ
れ
て
い
る
が 、
最
後に
《
記

載
語
集の
性
格
》
と
し
て 、
中
央の
文
献に
は
見
あ
た
ら
ない
こ
と
ば
に
つ

い
て
説
明
が
あ
る 。
今
後
益々
関
妬の
余
地の
あ
る
文
献で
あ
る 。

四

民
俗
語
棄と
し
て
は
「
言
語
生
活」
7
月
号
が 、
《
怪
談》
特
集
を
出
し

た 。
座
談
会 、
今
野
悶
輔
・

重
友
毅・
守山
倉
徳次
郎三
氏の〈日
本の
怪
談〉

弁
之口
章
次
氏〈お
化
け
の
地
方
色〉 、
国
研
の
〈お
化
け
の
方
言
調
査〉
な

ど
が
あ
る 。
掲
載
誌の
性
格に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う

が 、
い
ず
れ
も
軽い
よ

み
物の
調
子
で
舎
か
れ
てい
る 。

辞
典
関
係で
は 、
山
田
忠
雄
氏
〈漢
和
辞
典の
成
立〉(
国
語
学
・

叩
輯­

U
月) 、
中
村
広
徳
氏
〈
国
語
大
辞
典
編
纂の
方
法に
関
する一
試
案〉
が
あ

る 。
前
者
は 、
本
邦
辞
書
史に
造
詣
深い
山
田
氏
が 、
現
代の
漢
和
辞
書に

直
結
す
る
比
較
的
新
しい
時
代の
漢
語
辞
書に
つ
い
て 、
例
を
挙
げつ
つ
概

説
し 、
殊に
語
釈お
よ
び
訓
を
通
じ
て
そ
の
編
纂
態
度
を
す
る
ど
く

批
判
さ

れ
てい
る 。
今
後
小
冊
子
と
い
え
ど
も
漢
和
辞
典の
類
を 、
編
纂
せ
ん
と
す

る
者の
必
読の
文
章と
い
え
よ
う 。
口
頭
発
表
〈
漢
和
辞
典の
成
立と
漢
認

辞
書〉(
国
語
学
会
公
開
講
演
会・
日
月)
を 、
ま
と
め
た
もの 。
な
お 、
三

十
七
頁に
わ
た
る
巻
末の
付
録 、
同
氏
編
〈木
邦
辞
書
史
概
説
附
表
||

会

玉
篤か
ら
漢
和
辞
典へ
lla〉

は 、
劃
期
的
な
発
表で
あっ
た 。
後
者 、
中

村
氏の
論は 、
日
本
語の
N・
E・
D
出
現の
た
め
の
極め
て
具
体
的
な
方

法 、
例え
ば 、
資
料
リス
トの

作
成 、
カ
ー
ド

の
形
式か
ら
印
刷の
細
部に

至
る
ま
で 、
く
わ
し
く

説か
れ
てい
る 。
殊に
用
例
蒐
集
等の
方
策に
つ
い

て 、
重
点
的に
述べ
ら
れ
て
い
る 。
い
ず
れ
は
国
研
あ
た
り
で
も
取
り
あ
げ

る
事
業で
あ
ろ
う

が 、
その
方
策に
つ
い
て
は
事
前に
十
分
な
検
討が
な
さ

れ
ね
ば
な
ら
ない
こ
と
は
論
を
ま
た
ない 。
吉
田
金
彦
氏に
は
よ
辞
書の
こ

と
ば
と
は
た
ら
き〉(
医
語
学
会
研
究
発
表
会・
日
月
||要

旨は
国
語
学・

却
絹)
が
あ
る 。

新
語につ
い
て
は 、
週
刊
誌
な
ど
で
もと
り
あ
げ
る
こ
と
が
あ
る 。
吉
沢

典
男
氏
〈
流
行
語
採
集メモ〉(サ
ン
デ
ー

毎
日・
3
月8
日) 、
〈
そ
れ
は

グピ
カ
ド
ンd
か
ら
始まっ
た
||

流
行
語は
諮
る
戦後
風
俗
史〉(
週
刊
朝

日・
8
月幻
自)
な
ど 。
後
者
は
題
名
か
らで
も
明
ら
か
な
よ
うに 、

流
行

語
と
世
相
と
を
結びつ
け
た
もの 。「
言
語
生
活」
4
月
号は
《こ
と
ば
の
好

み
》
特
集
で
あ
る
が 、
座
談
会は 、
丸
山
鉄
雄・
曽
野
綾
子・
岩
淵
悦
太
郎

三
氏の
〈
時
代と
こ
と
ば〉
に
つ
い
て 、
水
谷
静
夫
氏
〈
流
行
歌
「
泣
く・

花
・

恋」
か
ら
「

てい
る
・

泣
く・
雨」
へ〉 、
吉
沢
典
男
氏〈
戦
後の

新
語・
流
行
語
||

あ
ぷ
れ 、
す
ら
ん
ぐの
諸
相
||〉

な
ど
が
あ
る 。
た

いへ
ん
と
ら
えに
くい

速
さ
か
もし
れ
ない
が 、
新
語の 、
あ
る
社
会に
対

す
る
侵
入の
経
路 、
度
合 、
寿
命
な
ど
が
科
学
的につ
か
め
た
な
ら
ば 、(
言

語
地
理
学
に
な
るか
も
し
れ
な
い
が)
面
白い
で
あ
ろ
う 。

吉
沢
氏に
は

〈
新
話
・

流
行
語の
こ
と〉
(
国
語
教
室・
7
月)
も
あ
る 。
ほ
か
に 、
中
国

祝
夫
氏
〈
俗
語
考〉
(
言
語
生
活
・
1

月) 、
前
田
勇
氏
〈カマ
ト
ト
とい
う

語〉(
言
語
生
活・
8
月)
な
ど
も
あ
る
が 、
い
ず
れ
も
縫い
扱い
で
あ
る 。
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名づ
け
の
問
題
を
と
り

扱っ
た
もの
は
相
当に
あっ
た 。
中
で
も
「
言
語

生
活」
5
月
号は 、
《
もの
の
名
ま
え
》
特
集
と
し
て 、
こ
れに
関
す
る
座

談
会
と
四つ
の
論
文
をの
せ
て
い
る 。
座
談
会は 、
多
国
鉄
之
助
・

瀬
川
清

子
・

水
谷
静
夫の
三
氏に
よ
る
〈
もの
の
名の
由
来〉
に
つ
い
て 。
森
岡
健

二
氏
〈
名
ま
え
の
構
造
と
機
能〉
は 、
名
ま
え
を
構
造
か
ら
み
て 、
七
種に

分
け 、
1 、

類
概
念(
基
本
語)
2 、

種
差+
類
概
念
3 、

種
差+
O
類

概
念
4、
借
用
語
5、
変
形
6、
擬
声
・

擬
態
語
7 、
無
意
音の

如
く 、
主
と
し
て
類
概
念
を
含
む
か
含
ま
ない
か
と
い
う

観
点か
ら
な
が
め

て
分
類
し
て
お
ら
れ
る 。
石
綿
憲
雄
氏
〈
外
国の
地
名
・

人
名〉
は 、
近
代

の
欧
米の
地
名
人
名
を
対
象
と
し 、
そ
の
材
料に
よっ
て
人
名
か
ら
とっ
た

もの 、
地
名
か
らき
た
も
の 、
普
通
名
詞
を
用い
た
もの
に
分
頬
さ
れ
て
い

る 。
個
人
名
は 、
ギ
リシ
ャ 、
ラ
テン 、
へ
プ
ラ
ィ 、
ゲル
7
ン
な
ど
の
古

典
語
か
ら
出
た
と
説
明さ
れ
て
い
る 。
た
だ
し 、
わ
が
国の
場
合と
は
大
分

事
情
が
違
う 。
同
じ
特
集
号の
永
野
賢
氏
は
〈
子
ど
もの
名づ
け
の
心
理〉

で 、
グ

ど
う
も日
本
人
は 、
文
字に
支
配
さ
れ
す
ぎ
る
の
で
は
ない
か 。
名

ま
え
の
要
素と
し
て
は 、
音の
ひ
び
き
を
もっ
と
重
視
すべ
き
で
は
な
い

かd
と
述べ
ら
れ 、
次の
椎
橋
勇
氏は〈
販
売・
広
告の
武
器
||

商
品
名〉

で 、
グ

新
聞・
雑
誌
・

看
板
等
「
見
る
広
告」
だ
け
で
あっ
た
場
合d
か
ら

fフ
ジ
オ
が
有
力
な
広
告
媒
体と
し
て
あ
ら
わ
れ
て?「
聞
く

広
告」
に
なっ

た
時 、
商
品
名に
思い
が
け
ない
革
命
を
も
た
ら
し
たd
と 、
立
場
や
理
由

は
異
な
る
に
せ
よ 、
と
もに
「
視
覚」
か
ら
「
聴
覚」
へ
と
論
じ
て
お
ら
れ

る
点に
興
味
が
持た
れ
る 。
石
垣
幸
雄
氏
〈
命
名
論
110ロ

ロ
gOB52・

FOロ
||〉

(
名
古
屋
大
学
言
語
学
研
究
会
「と
と
ば」
日
月)
は 、
い
ろい

ろ
の
条
件
で
の
命
名
法に
つ
い
て
述べ
ら
れ
て
レ
る 。

ま
た 、
特
殊
な
研
究と
し
て
は 、
寿
岳
章
子
・

樺
島
忠
夫
両
氏の
〈
山
下

清の
日
記〉(
言
語
生
活
・1

月)
が
あ
る 。
こ
れ
は
前
年
度
出
さ
れ
た
「
山

下
清の
文
章」(
西
京
大
学
国
語
研
究
室)
の
要
点
を
紹
介さ
れ
た
もの
で
あ

る
が 、
その
中
で 、
山
下
清の
日
記の
語
実は
千五
百
自
立
語
程
度 、
多
く

み
て
も二
千
語
以
内と
述べ
ら
れ
て
い
る 。
絵
画
を
得
意と
す
る
彼が 、
色

彩・
明
暗に
関す
る
語の
少
ない
と
い
う
こ
と
も
不
思
議
なこ
と
で
あ
る 。

あ

カt

き

と

以
上の
ほ
か
「
国
語
年
鑑」
で
は
〈
言
語
学〉
の
項に
扱っ
て
あ
る
諸
論

文 、
ま
た 、
昨
年
度
展
望の
例に
よ
れ
ば
〈
古
典の
注
釈〉
に
関
す
る
多
く

の
論
文
も
展
望
すべ
きで
あっ
た
か
もし
れ
ない
が 、
紙
幅
も
尽
きた
の
で

不
十
分
な
ま
ま
に
割
愛
す
る 。
当
然
と
り

上げ
ね
ば
な
ら
ない
論
文
を
見
落

し
て
い
た
り 、

要
約の
結
果が
あ
や
まっ
て
い
る
こ
と
も
多い
と
思
う 。

す

べ
て
私の
浅
学の
放と 、
お
ゆ
る
し
願い
た
い 。「国
語
年
鑑」
の
論
文一
覧

は
た
い
へ
ん
有
難かっ
た 。
但
し 、
細
部に
誤
績
な
ど
ミス

の
多い
こ
と
は

「
年
鑑」の
た
め
に
惜し
ま
れ
る 。
国
語
研
究
所の
蔵
書の
閲
覧に
際し
て
は

見
坊
豪
紀
氏の
御
厚
意に
あ
ずかっ
た 。
こ
こ
に
お
礼
申し
上
げ
る 。

ーl都
立
小
金
井
工
高
教
諭
1|
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